
 

 

 

 

 

みなさん、こんにちは！（マダガスカル語で SALAMA DAHOLO ≪サラマ ダウル≫ 

と言います！）昨年まで静岡県立横須賀高校で勤務し、今年度から青年海外協力隊の

活動に参加している中谷
な か や

友
ゆ

紀
き

と言います。私は今、マダガスカルという国に住んでいま

す。マダガスカルってどんな国なの？ マダガスカルで何をするの？ と思うかもしれませ

ん。まずはマダガスカルに来た経緯を少し紹介させていただきたいと思います。 

 

【青年海外協力隊への参加】 

「青年海外協力隊」という言葉を聞いたことがあるでしょうか。今はシニア海外

協力隊と合わせて「JICA（ジャイカ）海外協力隊」と言われます。簡単に言うと、

日本が行っている国際協力のひとつで、先進国である日本の知識や技術を生か

して「開発途上国」と言われる国々へボランティアに行く人達のことを言います。 

私は大学時代に初めて海外（いわゆる開発途上国と言われる国）へ行き、学校に行けず物乞いをする子どもや、

電気や水道のない生活をしている人々を見て衝撃を受け、「いつか世界中の人々が不自由なく生活できるような社

会に、私も何かで貢献したい」と思うようになりました。そして、社会人になってその思いが強くなり、家庭科の教員経

験を生かして青年海外協力隊に応募しました。コロナの影響で２年間派遣が延期になりましたが、所属校や教育委

員会のご協力もあり、ようやく今年度から現職教員として協力隊の活動に参加できることになりました。そして、日本

で約２カ月の派遣前訓練を経て、２０２２年７月末にマダガスカルに到着しました。 

【それ、ここ！ マダガスカル！！ 】 

マダガスカルは、アフリカ大陸の右下にある島国で

す。人口は２７６９万人、面積は日本の約１．６倍（外務

省 HP, 2022）、もともとは東南アジアから海を渡って人

が移り住んだとされており、文化は東南アジアとアフリ

カがミックスされた不思議な国です。公用語はマダガ

スカル語とフランス語、主食はなんと、日本と同じ「お

米」です！（拍手） 

私は今回、韓国とエチオピアを経由し、２３時間かけ

てマダガスカルまで来ました。私は、「マダガスカルと

言えばジャングル！」だと思っていたのですが、飛行機

から見たマダガスカルの光景にびっくり。そこにはジャングルとはほど遠く、山肌が見えた赤土の山々がありました。現

在マダガスカルでは、森林伐採やそれが原因で起こる土壌

の悪化が深刻な問題だそうです。国や団体、国内で活動さ

れている先輩隊員（静岡県富士市出身、中田里穂さん）も

環境保護に取り組んでいます。中田さんは牛糞から生成さ

れるバイオガスを使った自然エネルギーの普及活動にも積

極的に取り組まれています。島国マダガスカルは独自の生

態系があり、固有種も多く生息していますが、動物が生きる

ためには森が必要です。この国の自然のイメージとのギャ

ップ、そして環境保護への取り組みの大切さを感じました。              

SALAMA DAHOLO！     
 ✐ YUKI NAKAYA  

飛行機から見たマダガスカルの山（木が伐採され山肌が見える） 



チェナ《＝Tsena（市場）》の周り。アンチラベにはプスプスと呼ばれる三輪車が多い。 

【マダガスカルでの生活に慣れる１カ月】 

７月末にマダガスカルに到着し、まずは携帯電話の契約や銀行口

座の開設など、身の周りの準備をしました。その後は、６名の同期隊

員とともに首都近郊のゲストハウスに泊まり、マダガスカル語を習得

すべく、約１カ月の現地語学訓練を受けました。 

ゲストハウスを経営するご家族は、マダガスカル料理を振舞ってく

れたり、マダガスカル語を教えてくれたり、日本にも興味を持ってくれ

たりと、本当に私たちを温かく迎え入れてくれました。５歳と３歳の娘

達ともたくさん遊びました。１カ月の中で、市場で買い物をしてみた

り、マダガスカル料理に挑戦してみたり、一回６００AR（約１８円）の乗り

合いバス「タクシーべ」に乗ってみたり、キツネザルを観るために動物園

に行ってみたり・・・語学もたくさん学び、同意隊員と一緒にマダガスカル

の雰囲気もたくさん学んだ１カ月間でした。 

ちなみに左の食事はゲストハウスでよく朝食に出してくれたマダガスカ

ル料理、バリアミナナ《＝Vary(米)amin‘ｎｙ（と）Ａｎａｎａ（野菜）》と、ヘ

ナボウル《＝Hena(肉)Baolina（だんご）》です。お粥とおかずのような

感覚でとても美味しいです。 

 

【９月、いよいよ任地のアンチラベ（Antsirabe）へ】 

私の活動場所（任地）は、首都から車で約４時間の場所にあるアンチ

ラベという都市です。国内で３番目に大きい都市で、標高が 1,500ｍ、マ

ダガスカルで一番寒い地域だそうです。温泉やチーズやビールが有名で、

新型コロナウイルス流行以前は観光客もよく訪れていたそう。首都よりも

穏やかな雰囲気が私は好きです。ただ、道を歩くとボロボロの服を着た

家族、学校に通えずに働く子ども、物乞いをする人など、この国の貧しさを

肌で感じます。マダガスカルの貧困率は約８割。つまり、約８割の人が１日１．９＄以下での生活をしているそうです。そ

して、電気や水道のない家も約８割。そんな中、私は人口・社会保障・女性地位向上省という省庁が管轄する職業訓

練校で、１４歳から２１歳の若い女性たちに対して裁縫の指導を行

い、彼女たちが手に職をつけて働けるよう、技術指導、就職支援を行

っていきます。まだ活動が始まって間もないため、もう少し詳しいマダ

ガスカルの貧困や、私の活動について、次号で触れたいと思います。 

隊員仲間、ゲストハウスの家族と撮った最終日の写真 

マダガスカルの朝食バリアミナナナとヘナボウル 

固有種ワオキツネザル、チンバザザ動物園にて 

山積みになったマンゴー（緑と黄色）や玉ねぎ（紫色） 


